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「
浜
の
共
済
」と
し

「
浜
の
共
済
」と
し

て
サ
ー
ビ
ス
提
供

て
サ
ー
ビ
ス
提
供

　「
一
人
は
万
人
の
た
め

に
、
万
人
は
一
人
の
た
め

に
」
と
い
う
相
互
扶
助
の
理

念
の
も
と
、
１
９
５
１
年
に

全
水
共
（
83
年
に
共
水
連
に

改
組
）
が
設
立
さ
れ
た
。
最

初
に
開
始
さ
れ
た
事
業
は
火

災
共
済
事
業
（
カ
サ
イ
）
。

そ
れ
以
来
、
漁
家
の
生
活
を

お
び
や
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
危

険
に
対
す
る
共
同
の
防
波
堤

と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮

し
、
70
年
以
上
貢
献
し
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｆ
共
済
は
、
組
合
と
Ｊ

Ｆ
共
水
連
が
共
済
契
約
を
共

同
し
て
引
き
受
け
る
な
ど
、

組
合
員
等
の
信
頼
と
安
心
に

応
え
る
態
勢
を
つ
く
っ
て
い

る
。
組
合
を
窓
口
と
し
て
、

加
入
の
手
続
き
や
共
済
金
の

請
求
手
続
き
を
は
じ
め
、
保

障
・
補
償
に
関
す
る
相
談
・

問
い
合
わ
せ
が
気
軽
に
で
き

る
な
ど
、
常
に
身
近
に
感
じ

る
「
浜
の
共
済
」
と
し
て
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｆ
が
組
合
員
・
地
域
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
提
供
す
る
共
済
の
種
類

に
は
、
生
命
保
障
の
「
チ
ョ

コ
ー
（
普
通
厚
生
共
済
）
」

「
ノ
リ
コ
ー
（
乗
組
員
厚
生

共
済
）
」
「
ダ
ン
シ
ン
（
団

体
信
用
厚
生
共
済
）
」
、
財

産
補
償
の
「
く
ら
し
（
生
活

総
合
共
済
）
」
「
カ
サ
イ

（
火
災
共
済
）
」
、
老
後
保

障
の
「
漁
業
者
ね
ん
き
ん

（
漁
業
者
老
齢
福
祉
共

済
）
」
が
あ
る
。

　「
チ
ョ
コ
ー
」
は
、
加
入

の
目
的
に
応
じ
て
終
身
共

済
、
養
老
共
済
、
医
療
共

済
、
介
護
共
済
な
ど
幅
広
い

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
か
ら
必
要
な

保
障
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

Ｊ
Ｆ
共
済
を
代
表
す
る
生
命

共
済
。
海
難
事
故
の
場
合
に

は
、
災
害
死
亡
共
済
金
を
30

％
上
乗
せ
し
て
支
払
う
な

ど
、
漁
業
者
に
寄
り
添
っ
た

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　「
ノ
リ
コ
ー
」
は
、
漁
船

乗
組
員
や
漁
業
従
事
者
を
対

象
と
し
た
短
期
の
生
命
共

済
。
海
難
事
故
等
に
よ
る
万

一
の
場
合
、
後
遺
障
害
を
保

障
し
、
特
約
を
付
加
す
る
こ

と
で
入
院
、
手
術
、
通
院
や

病
気
に
よ
る
万
一
の
場
合
を

保
障
す
る
傷
害
共
済
契
約

（
主
に
沿
岸
漁
業
者
が
加

入
）
や
、
船
主
を
契
約
者
と

し
て
乗
組
員
を
対
象
と
す
る

労
災
保
険
の
上
積
み
保
障
制

度
（
主
に
大
型
漁
船
が
加

入
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁

業
種
類
の
特
性
に
合
わ
せ
た

仕
組
み
。

　「
く
ら
し
」
は
、
住
宅
や

家
財
な
ど
が
、
火
災
や
台

風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
損
害
を
受
け
た
場
合

を
補
償
す
る
満
期
共
済
金
付

の
共
済
。
東
北
地
方
の
太
平

洋
沿
岸
地
区
に
甚
大
な
津
波

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
生
命
共
済
と

損
害
共
済
を
合
わ
せ
て
約
２

４
０
億
円
の
共
済
金
を
支
払

い
、
被
災
し
た
漁
村
地
域
の

復
旧
・
復
興
に
貢
献
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
で
は
海
難
事

故
防
止
の
観
点
か
ら
、
漁
船

や
市
場
な
ど
に
対
す
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
に
向
け
た
支
援
や
、

操
業
中
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
着
用
促
進
の
働
き
か
け
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
へ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
へ

の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

　
同
会
で
は
、
21
年
に
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
創
設
70
周
年
記
念
事
業

と
し
て
情
報
誌
『
命
の
声
』

を
創
刊
し
た
。
『
命
の
声
』

は
、
漁
業
者
が
自
然
災
害
や

海
難
事
故
か
ら
自
ら
の
命
を

守
っ
た
体
験
や
教
訓
を
聞

き
、
全
国
の
浜
の
仲
間
に
災

害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の

「
声
」
を
知
ら
せ
る
も
の

で
、
「
声
を
伝
え
る
方
」
と

「
声
を
受
取
る
方
」
の
双
方

が
、
相
互
扶
助
に
よ
る
「
思

い
や
り
の
心
」
で
、
未
来
の

災
害
へ
の
備
え
と
す
る
助
け

合
い
の
情
報
提
供
活
動
と
な

っ
て
い
る
。
災
害
の
発
生
は

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
経
験
に
基
づ
く
「
声
」

を
届
け
る
こ
と
で
漁
業
を
持

続
的
に
行
う
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
。

　
ま
た
、
美
し
い
海
と
漁
業

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー

プ
で
連
携
し
て
海
浜
清
掃
活

動
や
植
樹
活
動
な
ど
の
美
し

い
海
を
守
る
活
動
を
支
援
し

て
い
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｆ
は
「
共
済
事

業
」
の
ほ
か
、
貯
金
や
貸
出

の
金
融
業
務
を
行
う
「
信
用

事
業
」
、
営
漁
指
導
を
行
う

「
指
導
事
業
」
、
水
産
物
の

販
売
や
漁
業
資
材
の
購
買
を

行
う
「
経
済
事
業
」
な
ど
、

各
地
域
の
総
合
事
業
体
と
し

て
組
合
員
と
密
接
な
関
係
を

築
い
て
い
る
。

　
こ
の
強
固
な
関
係
性
の
も

と
、
Ｊ
Ｆ
共
済
を
広
く
浸
透

さ
せ
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の
輪
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
全
国
の
Ｊ

Ｆ
に
お
い
て
「
浜
の
あ
ん
し

ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を
展
開

し
て
い
る
。
同
運
動
で
は
、

組
合
員
へ
の
全
戸
訪
問
活

動
、
既
加
入
者
に
対
す
る
契

約
内
容
確
認
活
動
、
契
約
者

台
帳
整
備
お
よ
び
保
障
点
検

活
動
を
通
じ
て
、
一
人
一
人

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た

生
涯
生
活
保
障
設
計
に
よ
る

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｆ
共
済
で

は
、
高
齢
者
対
応
も
強
化
し

て
い
る
。
高
齢
者
や
健
康
に

不
安
の
あ
る
人
で
も
簡
単
な

告
知
で
加
入
し
や
す
い
特
別

共
済
を
提
供
し
、
病
気
や
ケ

ガ
で
の
入
院
・
通
院
な
ど
医

療
保
障
に
も
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
高
齢
化
す
る
漁
業

者
の
介
護
保
障
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
、
21
年
10
月
に
一
時
払

介
護
共
済
「
あ
し
す
と
」
、

三
大
疾
病
保
障
特
約
付
介
護

共
済
「
あ
し
す
と
ぷ
ら
す
」

を
新
設
し
た
。

最
近
の
主
な
ト
ピ

最
近
の
主
な
ト
ピ

ッ
ク
ス

ッ
ク
ス

　
同
会
は
、
昨
年
70
周
年
を

迎
え
た
が
、
そ
の
記
念
事
業

の
一
環
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
Ｊ
Ｆ
共

済
の
利
用
を
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
水
産
物
需

要
が
低
迷
し
、
漁
業
経
営
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
か

で
、
国
内
の
水
産
業
の
活
性

化
の
一
助
と
す
る
た
め
、
共

済
加
入
者
に
「
全
国
の
海
産

物
を
届
け
る
全
国
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
活
動
を
21
年
度
に
実

施
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
共
済
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
兄
弟
デ

ュ
オ
「
竜
徹
日
記
」
（
注
）

が
、
日
本
ク
ラ
ウ
ン
か
ら
Ｊ

Ｆ
共
済
70
周
年
記
念
ソ
ン
グ

～
め
ぐ
り
め
ぐ
る
～
を
リ
リ

ー
ス
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
代
表
理
事

会
長
の
福
原
正
純
氏
は
、

「
20
年
12
月
に
改
正
漁
業
法

が
施
行
さ
れ
、
水
産
資
源
の

適
切
な
管
理
と
成
長
産
業
化

の
両
立
に
向
け
た
水
産
改
革

の
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
わ
る
な
か
で
、
漁
業
者

が
安
心
し
て
漁
業
を
行
え
る

よ
う
な
保
障
制
度
の
提
供
・

提
案
を
継
続
し
、
『
浜
の
保

障
は
Ｊ
Ｆ
共
済
で
守
る
』
た

め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
」
と
し
て
い

る
。

　（
注
）
竜
徹
日
記
は
、

「
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
」
（
Ｊ
Ｆ
共
水
連

が
後
援
）
を
長
年
行
っ
て
い

る
鳥
羽
一
郎
氏
の
子
息
。

災
害
体
験
伝
え
る
情
報
誌『
命
の
声
』創
刊

福原会長

　
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
共
水
連
）
は
、
水
産

業
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
、
全
国
の
Ｊ
Ｆ
（
漁
業
協
同
組
合
）
等
と

共
同
で
共
済
事
業
を
行
い
、
漁
業
者
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
保
障

を
提
供
・
運
営
し
て
い
る
。
事
業
理
念
は
、
「
海
に
生
き
、
浜
で
生

活
す
る
組
合
員
・
地
域
住
民
の
『
暮
ら
し
の
保
障
』
に
万
全
を
期
す

こ
と
を
通
じ
て
、
美
し
い
海
と
漁
業
を
守
り
、
豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ
る
漁
村
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
」
。
Ｊ
Ｆ
共
済
と
し
て
複
数
共
済
種
類
を
提
供
し
て
お
り
、
２
０

２
１
年
に
創
設
70
周
年
を
迎
え
た
。

生
命
保
障
、財
産
補
償
、老
後
保
障
を
提
供

漁
業
者
、地
域
住
民
の
暮
ら
し
守
る

５日本共済協会30周年
ＪＦ共水連

情
報
誌
「
命
の
声
」
の
創
刊
号


